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01 部活動の社会移行がめざす３つの基本姿勢

子どもたちが
主体的に選択

し、一人一人に
応じた多様な方
法で参加できる

子どもたちが
より専門的で
安全な活動を
体験することが

できる

中学生としてだ
けではなく、生
涯スポーツ・生
涯学習の一環と
して、持続可能
な体験ができる

１ ２ ３

3

「川西市における地域クラブの在り方に関する方針」より
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○イメージ図

活動場所

活動日数

参加者

指導者

学校部活動 地域クラブ

最大週５日

各自の中学校
市内の中学校

個別施設・文化施設

週１～５日

※各クラブが柔軟に設定

自校の中学生
参加範囲を柔軟に設定

※１校、複数校、多世代・・・

学校の教員
地域の指導者

（有志の教員や保護者等を含む）

01 部活動の社会移行がめざす３つの基本姿勢



02 子どもたちが主体的に選択できる多様な活動へ

子どもたちが
主体的に選択

し、一人一人に
応じた多様な方
法で参加できる

１

5

【部活動での課題】

・中学校の規模よって部活動数に差がある

・顧問の考えに部活動の運営方針が左右されやすい

「川西市における地域クラブの在り方に関する方針」より

説
明
項
目

（１）多様なスポーツ・文化活動へ

（２）一人一人の目的に応じた活動へ
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Q.どのような活動がやってみたいですか？（１人３つまで回答可）（R5.10 月） 

【小学校４～６年生】 

１位：調理       １７．８％ 

２位：ダンス      １５．１％ 

２位：バドミントン   １５．１％ 

４位：プログラミング  １４．１％ 

５位：バスケットボール １２．４％ 

６位：サッカー     １２．３％ 

【中学校１～２年生】 

１位：バドミントン  １７．１％ 

２位：ダンス     １３．０％ 

３位：ソフトテニス  １２．３％ 

４位：バレーボール  １２．１％ 

５位：調理      １０．６％ 

６位：弓道       １０．５％ 

（回答数：1,565人 回答率：40.9％） （回答数：1,032人 回答率：42.0％）

02 （１）多様なスポーツ・文化活動へ



02 （１）多様なスポーツ・文化活動へ
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川西市における中学生数の推移
過去１０年の例で、市内中学校の部活

動のうち、運動部では水泳部や柔道部

が廃部されたり、文化部では家庭科部

と茶道部が再編され１つの部活動にま

とまったりしています。

少子化が進む中で、新しい部活動

が増えることは難しく、今後も

部活動数は減少していくことが予

想されます。
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Q.どのような活動がやってみたいですか？（１人３つまで回答可）（R5.10 月） 

【小学校４～６年生】 

１位：調理       １７．８％ 

２位：ダンス      １５．１％ 

２位：バドミントン   １５．１％ 

４位：プログラミング  １４．１％ 

５位：バスケットボール １２．４％ 

６位：サッカー     １２．３％ 

【中学校１～２年生】 

１位：バドミントン  １７．１％ 

２位：ダンス     １３．０％ 

３位：ソフトテニス  １２．３％ 

４位：バレーボール  １２．１％ 

５位：調理      １０．６％ 

６位：弓道       １０．５％ 

（回答数：1,565人 回答率：40.9％） （回答数：1,032人 回答率：42.0％）

02 （１）多様なスポーツ・文化活動へ



02 （１）多様なスポーツ・文化活動へ 9

これまでの部活動（72部活動） 地域クラブの活動（58団体、延べ76クラブ※）
種目 部活動数 種目 クラブ数 種目 クラブ数

軟式野球 7 軟式野球 3 硬式テニス 4

サッカー 6 サッカー 5 ダンス 6

陸上競技 7 陸上競技 4 少林寺拳法 1

柔道 1 柔道 2 空手 5

剣道 5 剣道 3 ラグビー 1

男子バレー 2 男子バレー 3 バドミントン 1

女子バレー 7 女子バレー 5 ハンドボール 1

男子バスケ 5 男子バスケ 7 弓道 1

女子バスケ 6 女子バスケ 6 レスリング 1

男子卓球 7 男子卓球 3 モルック等 1

女子卓球 5 女子卓球 2 ダブルダッチ 1

男子ソフトテニス 6 男子ソフトテニス 4 ゴルフ 1

女子ソフトテニス 7 女子ソフトテニス 3

水泳 1 水泳 2

※１つの団体が男女の受け皿となったり、
複数校を拠点に活動したりしているため、
団体数とクラブ数が異なっている



02 （１）多様なスポーツ・文化活動へ 10

これまでの部活動（72部活動） 地域クラブの活動（58団体、延べ76クラブ※）
種目 部活動数 種目 クラブ数

軟式野球 7 軟式野球 3

サッカー 6 サッカー 5

陸上競技 7 陸上競技 4

柔道 1 柔道 2

剣道 5 剣道 3

男子バレー 2 男子バレー 3

女子バレー 7 女子バレー 5

男子バスケ 5 男子バスケ 7

女子バスケ 6 女子バスケ 6

男子卓球 7 男子卓球 3

女子卓球 5 女子卓球 2

男子ソフトテニス 6 男子ソフトテニス 4

女子ソフトテニス 7 女子ソフトテニス 3

水泳 1 水泳 2

登録予定１、募集中３

拠点化１

拠点化３

募集中２

募集中２

登録予定２、募集中２

登録予定１、募集中２

募集中１、硬式テニスへ移行１

募集中３、硬式テニスへ移行１



02 （１）多様なスポーツ・文化活動へ 11

これまでの部活動（18部活動） 地域クラブの活動（30団体、30クラブ）
種目 部活動数 種目 クラブ数 種目 クラブ数

吹奏楽 7 吹奏楽 3 演劇 2

美術 7 美術 0 手芸 2

総合文化 2 総合文化 0 服飾・デザイン 1

コーラス 1 コーラス 1 プログラミング 2

囲碁・将棋 1 囲碁・将棋 1 調理 3

書道 4

茶道 2

陶芸 1

音楽・楽器 2

総合芸能 1

韓国語 1

イタリア語 1

マナー教室 1

ボランティア 1

論語・詩吟等 1



02 （１）多様なスポーツ・文化活動へ 12

これまでの部活動（18部活動） 地域クラブの活動（30団体、30クラブ）
種目 部活動数 種目 クラブ数

吹奏楽 7 吹奏楽 3

美術 7 美術 0

総合文化 2 総合文化 0

コーラス 1 コーラス 1

囲碁・将棋 1 囲碁・将棋 1

登録予定１、募集中３

募集中７

※「総合文化」としての受け皿では
なく、調理や服飾、茶道といった
クラブが受け皿となっている
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Ｑ.文化・スポーツ活動について目的を３つに分類した場合、

みなさんがしたい活動は次のどれに当てはまりますか。(R5.10月)

みんなで楽しむ
レクリエーション的な活動

技術を教えてもらう活動

【小学校４～６年生】 【中学校１～２年生】

①

②

③

②

③
①

①

②

③ 成績や結果を重視した

活動

02 （２）一人一人の目的に応じた活動へ



02 （２）一人一人の目的に応じた活動へ 14
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各地域クラブの運営関連の内訳

身体を動かすことを目的とする

ので、大会への出場予定はあり

ません。

責任者（指導者）の声

どのような大会に出場するかは

参加する子どもたちと相談し、

中体連への申請も検討します。

中体連の大会にも出場し、これ

までの部活動と変わらない活動

をめざしていきます。



03 子どもたちにより専門的で安全な活動を

子どもたちが
より専門的で
安全な活動を
体験することが

できる

２

「川西市における地域クラブの在り方に関する方針」より

15

【部活動での課題】

・顧問のうち、競技経験がある者の割合は決して高くない

・大学の講義で、安全な運営について専門的に学ぶ機会がない

説
明
項
目

（１）より専門的な指導体制へ

（２）安全・安心な活動へ
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1603 （１）より専門的な指導体制へ

Q.部活動が外部に移行されることについて、どういうことに期待していますか。

（R5.5月 中学１年生～３年生）

①

1,015 

34%

②

371 

13%

③

100 

3%

④

344 

12%

⑤

1,130 

38%

① 専門性のある質の高い指導を受けられる

② 他中学校からの部員が増え、交流が広がる

③ 一つの競技だけでなく、複数の競技を体験

することができる

④ 自分の時間や予定に合わせて自由に参加できる

⑤ 特になし
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Q．顧問をする部活動の活動（競技）経験について、あてはまるものはどれですか。

（ｎ＝116）

03 （１）より専門的な指導体制へ

地域クラブの指導者は、ポー

タルサイトで指導資格や経歴

等を公表しています。(※)

※公表資格等の例
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《地域クラブに対する指導・支援》

① スポーツ安全保険等への加入を義務づけ

（災害共済給付と同等の補償額で、かつ行き帰りの事故も補償）

② 週あたり２日以上の休養日を設定する

（活動時間は平日２時間 休日３時間程度を上限）

③ 登録希望のすべての地域クラブと、市教委事務局・

中学校管理職が面談を実施

④ 指導者への講習会を実施

⑤ 令和７年度は市教委担当者が活動を視察するとともに、

学校運営協議会との連携も強化する

03 （２）安全・安心な活動へ

令和６年度の熱中症事故防止、スポーツ医学講習に加
え、令和７年度はさらに、ハラスメント防止、生徒理
解、子どもの権利、救急救命等の講習を実施予定



03 （２）安全・安心な活動へ 19

【参加生徒の声】

地域クラブは、下校時間を気にせず

活動できるので、練習に打ち込める

時間が増えました。

【教員の声】

地域クラブになったことで、

教員の都合に左右されずに

活動できます。生徒のもっと

やりたいという気持ちに応え

ることができました。

【指導者の声】

部活動が縮小されてしまうのはさみ

しいと思い指導者になりました。

子どもたちに活躍できる場をつくれ

て良かったです。

【参加生徒の声】

自分の中学校の生徒だけではなく、

他校から来る子もいるので、互いに

高め合うことができてうれしいで

す。



04 子どもたちがこの先も活動を続けるために

中学生としてだ
けではなく、生
涯スポーツ・生
涯学習の一環と
して、持続可能
な体験ができる

3

「川西市における地域クラブの在り方に関する方針」より

20

【部活動での課題】

・少子化の影響で、部員数の減少が続いている

・引退をもって、活動に携わる機会がなくなってしまう

説
明
項
目

（１）部活動の現状

（２）部活動の位置づけ

（３）生涯にわたった活動へ



04 （１）部活動の現状
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生徒数の減少によって、単独
ではチームが組めず、他中学
校と合同チームを結成してい
る種目もあります。

≪合同部活動≫

≪隣接校区校への通学≫

校区の中学校 隣接の中学校

校区の中学校 隣接の中学校

通学

部活動

通学 地域
クラブ活動

柔道部なし 柔道部あり

柔道部なし 柔道クラブ
あり

≪部活動の活動状況≫
・平日の活動は、通年で16時45分に終了

（教員の勤務時間に合わせている）

・週あたりに、平日１日・休日１日の

休養日の設定が必要となっている

実際の活動時間は
40分程度



04 （２）部活動の位置づけ
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「部活動の社会学 学校の文化・教師の働き方」 内田 良 編

《経緯》

1998 (平成10)年の学習指導要領の改訂で、教育課程
内の活動であった「必修クラブ」が廃止となり、教育課
程外の「部活動」だけが残り、現在に至る

《現在》

部活動の設置・運営は法令上の義務ではないが、ほと
んどの中学校で設置。（令和６年12月に学習指導要
領解説の一部が改訂され、「部活動は教育課程外の活
動であり、その設置・運営は法令上の義務として実施
されるものではないことから学校の判断により実施し
ないこともある」旨が明記される）
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2304 （３）生涯にわたった活動へ

※参加者募集範囲の例

地域の指導者
（有志の教員や保護者等を含む）

中学生だけではなく、幼少期から大人

まで、幅広く参加者を募集している地

域クラブもあります。(※)



05 これまでの歩みとこれからの取り組み 24

《これまでのおもな取り組み》

【令和５年度】

・１０月～ （児童生徒）アンケート調査
・１２月～ 保護者向け説明会（小学校向け７回、中学校向け７回）
・３月～ 地域クラブ第１回公募＋面談

【令和６年度】
・５月～ 地域クラブ活動開始（体験等含む）
・７月～ 地域クラブ第２回公募＋面談
・１０月 保護者向け説明会７回
・１月～ 地域クラブ第３回公募＋面談
・１月～ 各中学校の新入生説明会において、今後の方針の説明
・３月～ 地域クラブポータルサイト開設

【令和７年度】
・４月 地域クラブ合同体験会



05 これまでの歩みとこれからの取り組み 25
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各地域クラブの月会費内訳
会費の設定は地域クラブに一任

しています。

一方で、地域クラブの担当者と

の面談の中で、中学校施設の無

償開放などを通じて、できる限

り低廉な会費となるように依頼

しています。



05 これまでの歩みとこれからの取り組み 26

!
地域クラブの活動費用は、受益者負担と聞いています。

子どもたちが経済的なことを理由に、地域クラブの活動に参加できない

ことがないようにしてほしいです。

就学援助世帯を対象に、活動費を直接補助します。

川西市に登録する地域クラブで活動する生徒を対象にして、

年額３０，１５０円（月でおよそ２，５００円）を支給します。

課題

取り組み



05 これまでの歩みとこれからの取り組み 27

!
川西市にはたくさんの地域クラブが登録していると聞きます。

たくさんあるのは嬉しい一方で、どんな地域クラブがあって、どこで活

動しているのか、情報が知りたいです。

川西市地域クラブ専用の「地域

クラブポータルサイト」を開設

しました。校区や種目で簡単に

地域クラブを検索できます。

それぞれの地域クラブが独自に

情報を発信してくれています。

課題

取り組み

「地域クラブポータルサイト」トップページ



05 これまでの歩みとこれからの取り組み 28

! 地域クラブの活動は17時からのスタートが多いようです。

グラウンドの種目では、特に冬季になると暗くなって十分な活動ができ

ません。

市内７中学校にそれぞれ２台ずつ、照明

（投光器）を設置します。地域クラブの

活動環境を整え、季節や時間を問わずに

活動できるように支援をしていきます。

課題

取り組み

照明（投光器）
イメージ



05 これまでの歩みとこれからの取り組み 29

!

【子ども主体の地域クラブ創設支援】
・子どもが主体となり具体的な活動種目を決定し、地域クラブの創設をめざす

（市教委は伴走しながら、指導者の募集や運営体制整備等の支援を行う）

【子ども向けの活動紹介リーフレットの作成】

・地域クラブの活動の様子、どんなことができるようになるのかを紹介する

【地域クラブ合同体験会の開催】

・春と秋の２回に、中学生・小学生向けの合同体験会を開催し、
地域クラブに触れ、知ってもらう機会を設ける

【負担軽減策の拡充】

・公共施設の減免対象を拡充し、会費の軽減につなげる
・共通備品など、高額な費用が必要なクラブへの支援
・指導者の資格取得費用の補助などの検討



05 これまでの歩みとこれからの取り組み 30

!

【指導者人材バンクの設置】
・人材バンクを設置し、指導者不足に悩む地域クラブとのマッチングを図る

【(仮)部活動社会移行推進協議会の設置】

・川西市を挙げて社会移行の取組みを推進

【指導者への講習を拡充】
・子どもたちが安心・安全な活動を行うため、知識のアップデートを図る

【指導を希望する教職員の兼職兼業】

・考え方等を整理した上で、教職員の報酬等の受け取りを認めていく


